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凡 例 

 

１ この統計書は、西尾市消防本部管轄区域における火災、救急、救助について、原則 

として令和６年の統計を収録し、一部の表には過去４年分の計を比較対象のため掲げ 

てあります。 

 

２ この統計に記載されている小数点の数値は、四捨五入しています。端数調整をして 

いないため、合計が１００パーセントとならない場合があります。 

 

３ 令和６年数値は速報値としての公表であり、精査の結果、数値を修正する可能性が 

あります。なお、令和５年以前の数値は、確定値となります。 
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 － 1 － 

１ 令和６年 火災概要 

⑴ 出火件数 

令和６年中における出火件数は５７件で、前年の５９件と比べ２件減少した。 

   出火件数を月別にみると、１１月が８件（１４．０％）と最も多く、次いで５月が

７件（１２．３％）、１月及び９月が各６件（各１０．５％）、６月、１０月及び１２

月が各５件（各８．８％）、８月が４件（７．０％）、２月、３月及び４月が各３件（各

５．３％）、７月が２件（３．５％）の順であった。 

さらに、出火件数を地区別にみると、「平坂地区」が１２件（２１．１％）で最も

多く発生し、次いで「西尾地区」及び「吉良地区」が各１０件（各１７．４％）、「幡

豆地区」が７件（１２．３％）、「寺津地区」、「福地地区」及び「米津地区」が各４件

（各７．０％）、「三和地区」が３件（５．３％）、「一色地区」が２件（３．５％）、「室

場地区」が１件（１．８％）の順であった。 

 

⑵ 死傷者 

   火災による死者は４名、負傷者は９名であった。 

 

⑶ 出火原因 

主な出火原因を原因別にみると、「放火・放火の疑い」が１２件（２１．１％）で

最も多く、次いで、「たばこ」が６件（１０．５％）、「たき火」が５件（８．８％）、

「電灯・電話等の配線・配線器具」及び「電気機器」が各３件（各５．３％）、「こん

ろ」、「火遊び」、「焼却炉・炉」、「ストーブ」、「溶接機・切断機」及び「排気管」が各

１件（各１．７％）であった。 



２　火災概況

１　「全焼」とは、建物（収容物を除く。）の焼損部分の焼き損害額が火災前の建物の評価額の７０％以上のものをいう。

２　「半焼」とは、建物(〃)の焼損部分の焼き損害額が火災前の建物の評価額の２０％以上のもので全焼に該当しないものをいう。

３　「部分焼」とは、建物(〃)の焼損部分の焼き損害額が火災前の建物の評価額の２０％未満のものでぼやに該当しないものをいう。

４　「ぼや」とは、建物(〃)の焼損部分の焼き損害額が火災前の建物の評価額の１０％未満であり焼損床面積が１㎡未満のもの又は収容物

　　のみ焼損したものをいう。

５　「全損」とは、建物（収容物を含む。）の焼損部分の火災損害額が火災前の建物の評価額の７０％以上のものをいう。

６　「半損」とは、建物(〃)の焼損部分の火災損害額が火災前の建物の評価額の２０％以上のもので全損に該当しないものをいう。

７　「小損」とは、建物(〃)の焼損部分の火災損害額が火災前の建物の評価額の２０％未満のものをいう。

人）

（A) （B)

令和６年 令和５年
増減数 増減率

（A)-（B) （C)/（B)×100

（C) （％）

出火件数 57 59 △ 2 △ 3.4

区分 単位

車両 6 4

航空機 0

1 3.4

林野 1 1 0 0.0

建物 30 29

△ 5 △ 20.0

件 2 50.0

船舶 0 0 0.0

焼損棟数 46 47 △ 1 △ 2.1

0 0.0

その他 20 25

7 100.0

半焼 2 3 △ 1 △ 33.3

部分焼 10 25 △ 15 △ 60.0

棟

全焼 14 7

ぼや 17 12 5 41.7

建物焼損床面積 1,577 3,918 △ 2,341 △ 59.7

建物焼損表面積 109 116 △ 7 △ 6.0
㎡

林野焼損面積 ａ 6 67 △ 61 △ 91.0

人
死　者 4 1 3 300.0

り災世帯数 19 29 △ 10 △ 34.5

負　傷　者 9 4 5 125.0

175.0

半損 2 1 1 100.0

小損 6 24 △ 18 △ 75.0

世帯
全損 11 4 7

り災人員 人 37 80 △ 43 △ 53.8

損害額 219,764 1,419,979 △ 1,200,215 △ 84.5

千円

建物 218,668 1,419,050 △ 1,200,382 △ 84.6

林野 0 0 0.0

車両 1,084 445 639 143.6

船舶 0 0 0.0

航空機 0 0 0.0

その他 12 484 △ 472 △ 97.5

出火率 3.4 3.5 △ 0.1 －

８　出火率は、人口1万人に対する出火件数をいう。（令和6年12月1日現在 169,657

－　2　－



３　火災種別出火件数の構成割合

年
 火災種別

４　月別火災発生状況

件

 月別

※　（ ）内は令和6年火災件数57件に対する割合（％）をいう。

５　出火率・出火件数及び人口の増加率

年

 区分

※　人口は令和6年12月1日現在とする。

令和６年（％） 令和５年（％）

建物火災 52.6 49.2

林野火災 1.8 1.7

車両火災 10.5 6.8

船舶火災 0.0

航空機火災 0.0

その他火災 35.1 42.4

計
火災種別

建物火災 林野火災 車両火災 船舶火災 航空機火災 その他火災

１月
6

(10.5%)
4 0 0 0 0 2

２月
3

(5.3%)
1 0 1 0 0 1

３月
3

(5.3%)
0 0 1 0 0 2

４月
3

(5.3%)
1 0 1 0 0 1

５月
7

(12.3%)
6 0 0 0 0 1

６月
5

(8.8%)
2 0 2 0 0 1

７月
2

(3.5%)
2 0 0 0 0 0

８月
4

(7.0%)
1 0 0 0 0 3

９月
6

(10.5%)
4 0 0 0 0 2

１０月
5

(8.8%)
1 0 1 0

１１月
8

(14.0%)
5 1 0 0

１２月
5

(8.8%)
3 0 0 0

令和６年 令和２年 増加率（％）

出火率 3.4 1.5 1.9 ポイント

出火件数（件） 57 26

うち建物火災 30 16

人口（人） 169,657 171,972

0 2

0 3

0 2

119.2

87.5

△ 1.3

－　3　－



６　地区別出火件数の推移

年

 地区

※　（ ）内は令和6年火災件数57件に対する割合（％）をいう。

７　覚知方法別出火件数

件 ％

件 ％

件 ％

件 ％

件 ％

件 ％

件 ％

件 ％

※　火災報知専用電話とは、通報者等が行う火災や救急等に関する緊急通報を、消防機関が受信するための専用電話

      をいう。

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

西尾地区 10 15 18 13
10

（17.5%）

平坂地区 12 15 8 11
12

（21.1%）

寺津地区 1 3
4

（7.0%）

福地地区 2 5 6 4
4

（7.0%）

室場地区 2 2 2 1
1

（1.8%）

三和地区 3 3 2 4
3

（5.3%）

米津地区 1 2 4
4

（7.0%）

一色地区 10 8 10 16
2

（3.5%）

吉良地区 5 12 5 4
10

（17.5%）

幡豆地区 6 7 3 6
7

（12.3%）

計 51 70 61 59 57

火災報知専用電話（携帯）

加入電話（固定） 1 1.8

火災報知専用電話（NTT加入）

火災報知専用電話（NTT加入除く）

30

8.8

10.5

加入電話（携帯）

駆け付け通報

1

0

1.8

0

事後聞知

その他

14

0

24.6

0

令和６年

5

6

52.6

－　4　－



８　損害額の推移

年

 損害額

※　指数については、令和２年の損害額を１００とした比をいう。

９　火災種別損害額

 火災種別

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

損害額（千円） 695,053 278,915 245,192 1,419,979 219,764

指数 100 40 35 204 32

１件当たり損害額（千円） 13,628 3,985 4,020 24,067 3,856

指数 100 29 29 177 28

１ヶ月当たり損害額（千円） 57,921 23,243 20,433 118,332 18,314

指数 100 40 35 204 32

   区分 損害額 割　合 １件当たりの損害額

建物火災 218,668 99.5 7,289

（千円）（千円）

林野火災 0 0.0 0

車両火災 1,084 0.5 181

船舶火災 0 0.0 0

航空機火災 0 0.0 0

その他火災 12 0.0 1

計 219,764 100 平均 3,856

（％）

－　5　－



10　出火原因別出火件数
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11　時間帯別火災発生状況

12　曜日別火災発生状況

種別
計

火災件数

建物火災 林野火災 車両火災 船舶火災 航空機火災 その他火災

 時間帯別 57 30 1 6 0 0 20

０～１ 0 0 0 0 0 0 0

１～２ 2 1 0 1 0 0 0

２～３ 0 0 0 0 0 0 0

３～４ 0 0 0 0 0 0 0

４～５ 2 1 0 0 0 0 1

５～６ 0 0 0 0 0 0 0

６～７ 0 0 0 0 0 0 0

７～８ 1 0 0 1 0 0 0

８～９ 2 1 0 0 0 0 1

９～１０ 1 0 0 0 0 0 1

１０～１１ 6 4 0 0 0 0 2

１１～１２ 5 2 0 0 0 0 3

１２～１３ 7 4 0 1 0 0 2

１３～１４ 3 2 0 0 0 0 1

１４～１５ 3 1 0 1 0 0 1

１５～１６ 4 2 1 0 0 0 1

１６～１７ 4 1 0 0 0 0 3

１７～１８ 1 1 0 0 0 0 0

１８～１９ 0 0 0 0 0 0 0

１９～２０ 3 2 0 1 0 0 0

２０～２１ 2 1 0 1 0 0 0

２１～２２ 1 1 0 0 0 0 0

２２～２３ 5 3 0 0 0 0 2

２３～２４ 0 0 0 0 0 0 0

不明 5 3 0 0 0 0 2

火災種別
計

火災件数

建物火災 林野火災 車両火災 船舶火災 航空機火災 その他火災

 曜日別 57 30 1 6 0 0 20

日曜日 5 3 0 0 0 0 2

月曜日 12 5 1 2 0 0 4

火曜日 6 4 0 0 0 0 2

水曜日 3 2 0 0 0 0 1

木曜日 5 5 0 0 0 0 0

金曜日 10 3 0 2 0 0 5

土曜日 11 5 0 2 0 0 4

不明 5 3 0 0 0 0 2

－　7　－



13　火災による死傷者の推移

年

※　死者には、火災により負傷した後、４８時間以内に死亡した者を含む。

14　火元用途別建物火災の損害状況

1　火元用途とは、消防法施行令別表第一による用途別の区分をいう。

２　損害額は、火元建物の損害額であり、類焼による損害額は含まず。

令和2年 令和3年 令和4年 令和５年 令和6年
 死傷者

死者（人） 1 2 4 1

負傷者（人） 8 4 8 4 9

   区分 出 火 件 数 焼損床面積 損害額

 用途別 令和6年 令和５年 増減率（％）

住宅（併用含
む）

12 19 △ 36.8 765 50,930

共同住宅 3 1 200.0 24 9,253

工場・作業場 6 1 500.0 208 74,457

倉庫 0 2 △ 100.0 0 0

診療所 0 0 0.0 0 0

飲食店 1 0 皆増 0 20

その他 6 6 0.0 23 98

計 28 29 △ 3.4 1,020 134,758

（㎡） （千円）

4

－　8　－



15　建物火災の損害額及び焼損床面積の段階別出火件数

16　火災種別出火件数の推移

17　初期消火器具等の使用状況

損 害 額 （ 千 円 ） 出火件数（件） 焼 損 床 面 積 （ ㎡ ） 出火件数（件）

１未満 8 １未満 17

１～１０未満 3 １～２０未満 4

１０～１００未満 4 ２０～４０未満 0

１００～５００未満 3 ４０～６０未満 2

５００～１，０００未満 1 ６０～８０未満 1

１，０００～５，０００未満 6 ８０～１００未満 0

５，０００～１０，０００未満 1 １００～２００未満 4

１０，０００以上 4 ２００以上 2

計 30 計 30

   火災種別 
計 建物火災 林野火災 車両火災 船舶火災 航空機火災 その他火災

  年別

令和2年 51 29 0 2 0 0 20

令和3年 70 41 1 7 1 0 20

令和4年 61 30 2 6 0 0 23

令和5年 59 29 1 4 0 0 25

初期消火なし

令和6年 57 30 1 6 0

0

0 20

区分 消火器
簡易消火用具

水バケツ等

水道、浴槽、
汲み置き等の
水をかけた

寝具、衣類
等をかけた

もみ消した その他

13 0 0 0

使用状況 8 2 19 0 2 26

奏効件数 2 1

－　9　－



18　主な出火原因の推移

0

2

4

6

8

10

12

14

放火・放火の疑い

たき火

焼却炉・炉

こんろ

火遊び

たばこ

（件数）

（年）
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― 1 ― 

１ 令和６年 救急業務の概要 
 

⑴ 救急出動件数 

令和６年中における救急出動件数は、７，９８３件（前年比１１０件増加）で、昨

年に続き過去最多となった。 

事故種別でみると、「急病」が５,５５４件（６９．６％）と最も多く、次いで、「一

般負傷」が１，１７６件（１４．７％）であった。 

地区別にみると、「西尾地区」が２，７０８件（３３．９％％）と最も多く、次い

で「一色地区」が１，０７４件（１３．５％）、「吉良地区」が１，０６４件       

（１３．３％）であった。また、月別では月の平均が約６６５件に対して、１２月の

８４１件が最も多く、次いで８月の７７７件、７月の７６０件であった。 

 

 ⑵ 搬送人員 

   令和６年中における救急搬送人員は、７，４９１人（前年比８人増加）で、昨年に 

続き過去最多となった。 

 傷病者程度別にみると、「軽症」が３，７００人（４９．４％）と最も多く、次い 

で「中等症」が３，３５９人（４４．８％）、「重症」が２９９人（４．０％）であっ 

た。 

性別でみると、「男性」が３，９４２人（５２．６％）、「女性」が３，５４９人     

（４７．４％）で男性の方が多く、また年齢別では「８０歳以上」が３，０４２人    

（４０．６％）と最も多く、次いで「７０歳以上８０歳未満」が１，４４４人     

（１９．３％）であった。表には示していないが、６５歳以上の高齢者の搬送人員が   

４，８４４人（６４．７％）で、全体の搬送人員の６割以上を占めていた。 

 

⑶ 現場到着所要時間の短縮 

近年、全国的に救急出動件数の増加等により現場到着所要時間が延伸傾向にあるな

か、昨年に続き、１１９番通報受信の効率化を図ることにより、令和６年中における

現場到着所要時間は平均８．４分となり、前年と比べ０．２分の短縮となった。 

 

 ⑷ 救急出動件数の推移 

   令和２年からの新型コロナウイルスの影響により、年々出動件数及び搬送人員は増 

加傾向にあり、今後も高齢化や気候変動の影響などで増加することが予想される。 

 表には示していないが、令和６年中の熱中症傷病者の搬送人員は、１５６人   

（前年比３８人増加）であった。当消防本部の気象観測装置によると、猛暑日   

（３５℃以上）が３３日（前年１１日）、猛暑日の連続日数が１２日（前年３日）で

あり、令和６年中の熱中症傷病者の搬送人員は過去最多であった。 
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3,720 272 781 544 5,317

1,542 174 320 144 2,180
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0 1 0 0 0

28 28 30 28 30

8.4 9.1 8.2 7.8 8.4
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７　現場到着所要時間別出動件数

事故種別
急　　病 交通事故 一般負傷 そ の 他 合　　計

所要時間
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病
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１０　時間別救急出動状況

414 556 662 1,444 3,042

254 596 1,703 3,549

合　計 417 287 337 332

1,339 3,942

女 181 117 165 142 178 213

男 236 170 172 190 236 343 408 848

80歳以上

区分 20歳未満 30歳未満 40歳未満 50歳未満 60歳未満 70歳未満 80歳未満

９　性別・年齢別搬送人員
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実施対象

件　数

人　員

実施対象

区別

 月別

１ 月 1 2 4 40 1 13 1 28 7 83

２ 月 1 8 7 64 1 19 1 8 10 99

３ 月 1 1 2 29 3 30

４ 月 1 5 1 4 1 10 2 23 5 42

５ 月 1 3 1 21 3 32 5 56

６ 月 4 11 2 29 8 87 2 10 1 9 17 146

７ 月 1 9 1 10 2 29 4 48

８ 月 3 18 3 18 1 8 1 23 8 67

９ 月 2 6 3 19 2 28 1 10 8 63

10 月 3 6 5 86 3 30 1 6 12 128

11 月 2 19 1 7 3 26

12 月 1 11 1 10 1 2 2 16 5 39

合 計 21 99 27 312 25 262 7 55 7 99 87 827

件 数 人 員 件 数 人 員 件 数 人 員件 数 人 員 件 数 人 員 件 数 人 員

※上表は救命入門コースの実施件数・人員（事業所3件・31人）を含む。

１２　普通救命講習会実施状況

一 般 市 民 市  職  員 事  業  所 消　防　団 各 種 団 体 合    計

939 65 324 23 225 1,576

31 3 23 1 16 74

１１　救急法講習会実施状況

一 般 市 民 市職員 事業所 消防団 各種団体 合　計
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                  年

 事故種別

火　　災 11 15 17 10 16

自然災害 2

水難事故 4 12 14 4 7

交通事故 429 417 412 426 485

労働災害 40 53 78 60 69

運動競技 9 14 9 23 32

一般負傷 931 1,003 1,074 1,159 1,176

加　　害 26 13 20 14 15

自損行為 52 52 63 58 58

急　　病 4,260 4,564 5,365 5,571 5,554

そ の 他 498 498 522 546 571

合　計 6,260 6,641 7,574 7,873 7,983

搬送人員 5,913 6,302 7,070 7,483 7,491

１３　出動件数の推移

令和2年 令和3年 令和5年 令和6年令和4年
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2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年

出動件数

搬送人員
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１ 令和６年 救助業務の概要 

⑴ 出動件数 

令和６年中における救助出動件数は６５件で、前年と同件数であった。 

救助出動件数を月別にみると、６月、８月及び９月が各８件（各１２．３％）と最

も多く、次いで１２月が７件（１０．８％）、３月、７月及び１１月が各６件（各 

９．２％）、１月が５件（７．７％）、２月及び５月が各４件（各６．２％）、１０月が

２件（３．１％）、４月が１件（１．５％）であった。 

さらに、救助出動件数を地区別にみると、「西尾地区」が１８件（２７．７％）と最

も多く、次いで「平坂地区」が９件（１３．８％）、「吉良地区」が８件（１２．３％）、

「一色地区」が７件（１０．８％）、「寺津地区」及び「幡豆地区」が各６件（各 

９．２％）、「室場地区」及び「三和地区」が各５件（各７．７％）、「米津地区」が１

件（１．５％）の順であった。 

 
⑵ 事故種別 

事故種別をみると、「交通事故」が２２件（３３.８％）と最も多く、次いで「建物

等による事故」が１７件（２６.２％）、「水難事故」が７件（１０.８％）、「ガス及び

酸欠事故」が３件（４.６％）、「火災建物」、「火災建物以外」及び「機械による事故」

が各１件（各１．５％）の順であった。またこれらに分類されない「その他の事故」

は１３件（２０％）であり、その内訳は、安否確認が１１件、車両への閉じ込め及び

誤報が各１件であった。 

 
⑶ 救助人員 

救助人員は５２人で、事故種別でみると「交通事故」が２０人（３８．５％）と最

も多く、次いで「建物等による事故」が１６人（３０．８％）、「水難事故」及び「ガ

ス及び酸欠事故」が各５人（各９．６％）、「火災建物」、「火災建物以外」及び「機械

による事故」が各１人（各１．９％）の順であり、上記事故種別項目同様に、これら

に分類されない「その他の事故」は３人（５．８％）であった。 
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２　救助概況
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1 1 22 7 1 17 3 13 65

1 1 15 5 1 16 3 2 44

1 1 20 5 1 16 5 3 52

24 16 340 137 15 236 42 168 978

3 6 136 64 15 148 27 16 415

1 1 21 7 1 17 2 12 62

3 2 3 2 3 13

6 2 2 10

2 1 23 9 1 15 2 9 62

1 1 22 6 1 16 2 11 60

1 1 32 7 1 17 5 13 77

1 1 3 20 1 2 3 31

9 5 101 57 5 72 13 53 315
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化学消防自動車

はしご付消防自動車

救助工作車

活動人員

出動人員

建
物
以
外

建
物

救助人員

活動件数

出動件数

破
裂
事
故

ガ
ス
及
び
酸
欠
事
故

建
物
等
に
よ
る
事
故

機
械
に
よ
る
事
故

風
水
害
等
自
然
災
害
事
故

計

消防団車両

その他の消防自動車等

ヘリコプター

船舶

出
動
車
両
等

指揮車

水槽付消防ポンプ自動車

救急自動車

３　事故別出動状況

水
難
事
故

交
通
事
故

事故種別 火災

区分

計そ
の
他
の
事
故

－　3　－



1 15 3 7 26

1 2 1 4

16 16

1 7 1 9

1 1

1 4 4 9

1 1 22 7 1 17 3 13 65

1 14 3 18

1 2 1 4

9 9

1 5 6

1 1

1 4 1 6

1 1 15 5 1 16 3 2 44

山岳

その他の屋外

計

建
物

建
物
以
外

発生場所

住居

機
械
に
よ
る
事
故

建
物
等
に
よ
る
事
故

交
通
事
故

その他

計

地下

その他の屋外

水面

山岳

水面

道路

その他の屋内

住居

発生場所

交
通
事
故

水
難
事
故

建
物

建
物
以
外

火災
水
難
事
故

風
水
害
等
自
然
災
害
事
故

５　 発 生 場 所 別 活 動 状 況

火災

ガ
ス
及
び
酸
欠
事
故

屋
内

屋
外

風
水
害
等
自
然
災
害
事
故

機
械
に
よ
る
事
故

建
物
等
に
よ
る
事
故

ガ
ス
及
び
酸
欠
事
故

破
裂
事
故

４　発生場所別出動状況

そ
の
他
の
事
故

計
事故種別

その他

屋
内

そ
の
他
の
事
故

その他の屋内

道路

計

事故種別

地下

破
裂
事
故

屋
外

－　4　－



14 5

1 2 1

13

1 5

1

1 5 2

1 20 5 1 16 5 3

116

97

94

120

119

15

71

75

315 978

4

23

21

33

39

43

8

計

管外

幡豆地区

39

80

7

寺津地区

平坂地区

西尾地区

件数及び人員等

地区別
件数

18

6

9

吉良地区

一色地区

米津地区

計

計

その他

地下

その他の屋外

山岳

水面

道路

その他の屋内

住居

建
物
等
に
よ
る
事
故

ガ
ス
及
び
酸
欠
事
故

破
裂
事
故

そ
の
他
の
事
故

建
物

建
物
以
外

交
通
事
故

水
難
事
故

風
水
害
等
自
然
災
害
事
故

機
械
に
よ
る
事
故

火　　　災

6

1

4

13

271

台数

33

52

　　　　事故種別

1

発生場所

屋
内

屋
外

65

1

1

5

5

6

三和地区

室場地区

福地地区

６　発生場所別救助人員

７　地区別出動件数及び人員

20

人員

8

－　5　－



1 1 1 2

1 1 1

1 1 3 1

1

2 1 1

1 2 1 2 2

1 1 4

2 2 1 3

4 2 2

1 1

3 1 1 1

3 1 1 2

1 22 7 1 17 3 13

13 3 1 12 1 4

30 9 3 24 1 11

15 11 2 12 16

26 3 2 1 15 2 15

1 22 7 1 17 3 13

機
械
に
よ
る
事
故

建
物
等
に
よ
る
事
故

ガ
ス
及
び
酸
欠
事
故

破
裂
事
故

そ
の
他
の
事
故

計

建
物

建
物
以
外

交
通
事
故

水
難
事
故

風
水
害
等
自
然
災
害
事

故

月別

計

１２月

１１月

１０月

９月

８月

７月

６月

５月

４月

３月

２月

１月

年別

令和６年

令和５年

令和４年

令和３年

令和２年

機
械
に
よ
る
事
故

建
物
等
に
よ
る
事
故

ガ
ス
及
び
酸
欠
事
故

破
裂
事
故

そ
の
他
の
事
故

建
物

建
物
以
外

交
通
事
故

水
難
事
故

風
水
害
等
自
然
災
害
事

故 計

8

6

8

6

7

5

2

事故種別

事故種別 火　　　災

1

火　　　災

1

35

82

60

65

65

1

4

1

4

８　月別救助出動状況

９　出動件数の推移

65

8

4

6

1

4

1

－　6　－
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